
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）

スポーツに取り組んでいる人の割合（島根県政世論調査）

・意欲はあるけれども、仕事や家事などの様々な事情によりスポーツに取り組むことができない。
・総合型地域スポーツクラブは、財源確保が厳しい中で、創設する必要性やスポーツクラブの魅力を行
政・住民ともに感じていない。
・島根県スポーツ・レクリエーション祭の意義、必要性についての啓発が不十分である。
・健常者と障がい者のスポーツレクリエーション活動連携事業についての普及・啓発が不十分である。
・各機関や団体がそれぞれで研修や実践を行っている。
・自由に遊ぶ時間が少なかったり、遊び方を知らない。

・誰でもスポーツやレクリエーションに気軽に参加できる場や機会を提供する必要がある。
・市町村や住民に対して、総合型地域スポーツクラブの魅力の理解が深まるよう働きかける必要があ
る。
・県民にいかに広くわかりやすく周知する工夫や方法が必要である。
・健常者と障がい者のスポーツレクリエーション活動についての普及・啓発する必要がある。
・各機関や団体同士が情報交換や情報共有ができような場面づくりを設定することが必要である。
・子どもが集まる場所において、運動遊びの楽しさを教えることが必要である。

％

40.0

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

②改善策を実施した（実施予定、一部実施含
む）

実績値

達成率

－

・スポーツに取り組んでいる人の割合は、伸び悩んでいる。
・総合型地域スポーツクラブを設立する動きは少ない。また、開設している総合型地域スポーツクラブ
では、自主財源の確保等、苦慮しているクラブが多く見られる。
・島根県スポーツ・レクリエーション祭を実施する団体が固定化され、新規に実施する団体がほとんど
ない。
・健常者と障がい者のスポーツ・レクリエーション活動を行う団体が限られている。
・各機関や団体において情報交換や情報共有することが不足している。
・子どもたちが群れて遊んだり、体を動かして遊んだりする機会が少ない。

６.成果があったこと（改善されたこと）

％

34.0

０８５２－２２－５７２２

事務事業評価シート

目
的

（１）対象 県民

（２）意図 各地域で、それぞれの体力や年齢、技術、興味、目的に応じ、継続的なスポーツ・レクリエーション活動を実践する

33.0

・スポーツの振興に寄与した体育関係者及び団体を大臣表彰候補者として推薦するにあたり、選考会を開催する。
・総合型地域スポーツクラブの運営・活動を支援するため、しまね広域スポーツセンターを運営する。
・体育・スポーツ推進施策について審議・検討を行う「島根県スポーツ推進審議会」を開催し、島根県スポーツ推進計画の進捗管理を行う。
（現行の島根県スポーツ推進計画は、平成24年度を初年度とし、平成28年度を目標年度とする5か年計画）

評価実施年度： 平成３０年度

28年度 29年度

39.0 40.0

事務事業の名称 生涯スポーツ推進事業

事務事業担当課長 保健体育課長　佐藤 正範 電話番号

上位の施策名称
施策Ⅲ－２－２
スポーツの振興

スポーツに取り組んでいる人の割合
目標値 37.0 38.0

30年度 31年度年度 27年度

・スポーツに関心を示す人の割合は、「スポーツに取り組んでいる」と答えた割合が減少する一方、「今後取り組んでみたい」と答えた割合は増加したが、合計では
スポーツに関心を示す人の割合は減少している。
・総合型地域スポーツクラブの設立・育成の助言や支援を行っているが、自主財源が乏しいクラブの存在や、新たに総合型地域スポークラブを創設する必要性を感じ
ない市町村もあることから、新たな設立が困難となっている。
・島根県スポーツ・レクリエーション祭の参加者数は減少（5,139人）したが、目標（5千人）は達成している。
・島根県スポーツ・レクリエーション祭の中のスポレク広場（体験の場）の参加者数は増加（1,８３9人）し、目標（1,500人）を達成している。（全体の参加者に
占める割合は４割超）

うち一般財源（千円） 20,967 23,162

達成率

36.4

％

％

設立された総合型地域スポーツクラブ数（しまね広域スポーツ
センター調べ）

実績値

取組目標値

－

事　業　費（b）（千円） 24,172 26,262

・市町村や関係団体と連携し、障がいのある人も含め、誰もが気軽にスポーツ・レクリエーション活動を体験できる場や交流できる機会を設ける。
・県民に広くわかりやすく周知するため、関係機関・団体のスポーツ・レクリエーション活動の情報を共有し、ホームページやマスコミを活用した情報発信に努め
る。
・健常者と障がい者のスポーツレクリエーション活動について積極的に情報発信する。
・総合型地域スポーツクラブの周知（PRカレンダーやポスター）や自立支援を行うことで、地域住民のスポーツ・レクリエーション活動への参加意欲を高める。
・様々な立場や団体が一堂に会する合同研修会を開催し、地域連携のノウハウや成果を発表したり、さらなる連携や協働の動きを模索する協議の場を設けたりするこ
とで、地域ぐるみの取組の機運を高める。
・地域人材（スポーツ推進委員等）が児童クラブや学校などにおいて運動遊びを提供し、子どもたちにその楽しさを伝える。

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）
・総合型地域スポーツクラブの活動を通して、
市町村や県民へのスポーツの普及啓発活動や指
導者養成などを行うことができた。
・地域のスポーツ・レクリエーション指導者及
び指導者を目指す者を対象に講習会や研修会を
開催し、スポーツ指導者の資質の向上と指導者
養成をすることができた。
・島根県スポーツ・レクリエーション祭の実施
団体に対して、県民の誰もが気軽に参加できる
場というコンセプトが浸透されてきた。
・スポレク広場（体験の場）の中のレクリエー
ション・フェスティバルについては、関係団体
が協働で企画・運営を行うことで、障がい者も
気軽に参加できる内容や方法の工夫・改善が図
られている。
・健常者と障がい者のスポーツレクリエーショ
ン活動連携モデル事業を行った団体は、その後
も発展的な取組を行っている。
・運動好きな子どもを育てるための地域連携事
業を行い地域ぐるみの活動が広がりつつある。
・地域ぐるみで運動遊びのプログラム提供によ
り、子どもの遊びが広がりつつある。

40.0

－ 85.0 85.0

40.040.0

34.0

前年度実績 今年度計画

取組目標値
指標名 総合型地域スポーツクラブ数

事
業
概
要

86.997.6

－

式・
定義

34.0

－－

単位

36.1

目標値

式・
定義

成果参考指標名等

1

2

指標名



成果参考指標の目標（実績）

項番 年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 単位

目標値 5,000.0 5,000.0 5,000.0 5,000.0

取組目標値

実績値 5,434.0 5,223.0 5,139.0

達成率 － 104.5 102.8 － － ％

目標値 1,500.0 1,500.0 1,500.0 1,500.0

取組目標値

実績値 2,194.0 2,322.0 2,429.0

達成率 － 154.8 162.0 － － ％

目標値

取組目標値

実績値

達成率 － － － － － ％

目標値

取組目標値

実績値

達成率 － － － － － ％

目標値

取組目標値

実績値

達成率 － － － － － ％

目標値

取組目標値

実績値

達成率 － － － － － ％

目標値

取組目標値

実績値

達成率 － － － － － ％

目標値

取組目標値

実績値

達成率 － － － － － ％

事務事業評価シート別紙（３以上の成果参考指標がある場合のみ記載）

事務事業の名称 生涯スポーツ推進事業

成果参考指標名等

3

指標
名

島根県スポーツ・レクリエーション祭へ
の参加人数（全体）

式・
定義

スポレク広場（体験の場）の参加者数
及び種目別大会（普及・振興の場）参

加者数

式・
定義

スポレク広場（体験の場）への参加者
数

5

指標
名

式・
定義

4

指標
名

島根県スポーツ・レクリエーション祭へ
の参加者数
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名

式・
定義
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指標
名

式・
定義
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名
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式・
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名


